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８
立
聾
碧
澪
。日
本
警
量
冗
躍
建

し
た
げ
二
雌
毎政
権
が
摯
〕す

、道
こ
菫
老
垣
ｔ
遠
心
べ
き
む
こ

主
張
し
た
軍
査
杢
匡党
伊
～
改

還
多
轟
輛
ぜ
ら
２
・
６
倍
の
２‐

710r―o

議
薦
に
躍
遷
し
ま
し
た
。

物
卍
画
面
で
ご
支
揺
ソ
■
に

い
た
す
べ
て
の
み
た
さ
ん
鷺

れ
ｔ
申
し
上
げ
～
葉
嘱
書
び
あ

い
た
し‐
て
口
に
い
ま
す
。
ま
り
か

Ｚ
、２
一さ
い
ま
し
た
。

（叉
現
が
一段
と
式
た
塾
ん
で

き
ま
し
た
。
風
ぎ
ほ
ど
に
気
茎

つ
け
て
、
良
い
お
正
爵
ｔ
お
ま

た
ζ
お
き
し、
。

洋本酔
"、
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今

年

い
業

ウ

幸に
えぎ
番謄
ギ暮

議
璽
５
丼
ヒ
遺
算
謳
定
に
反
対

‐２
月

に
日

（
た

）
姥
月
定

樹

一
霊
轟
舎
伊
終
わ

ソ
ま

し
た

。

日
本
彙
塵
売
粛
会
導
警興
団
は
、

市
長
が
うヽ提
案
十
』れ
た
ち
件
０

議
策
の
つち
、
問
題
い
お
３
５

群
に
つ
い
て
反
討

′
。
申
即
さ
ち

肩
轟
，９
が
反
対
討
論
ｔ
紆
し‐去

し
た

。
一
緩
会
計
補
正
予
算
で
は
、

社
会
繰
韓
・税
番
号
割
摩
ンヽ
ス

テ
ム
暫
燃
ビ
し
て
、
各
地
方
噴

姜
団
体
か
警
同
で
伴
つ中
間
サ

某日々専が'き ,ta昼率
マl｀3ん切 ナ

党の21意義希には
tイになえぐ人たちぬ

討
卜
叫
』
一糧
確
葬
暫
地

艦
≡
菫
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
垂
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
Ｆ

市

？

幕

飛

残

曾

芥

善

・侵
Ⅲ

乞
２
名
に
な
人
て
し
て
′モ
．
ば

私
は
ψ客
々
恩
”
ま
す
。
蔵
Ⅲ

壁
２
七
衝
け
て

蒙
ｒ
①
住
晰

附
維
み
続
け
た
し、県
政
に
　
　
ま
い
な
事
に
す
３
」ヽ準
の
で
Ⅲ

鰤
　
筋
選
挙
で
は
榛
在
発
が
大

キ
一３
和
歌
申
、
ひ
い
て
は
海
Ｐ

ＩＩＩ‐‐‐‐‐‐
き
＜
躍
進
、申
薦
政
権
の
「　
れ
が
行
き
や
ソ
．
往
子
が
向
Ⅲ

Ｉ‐‐‐‐‐‐‐
こ
φ
迪
」
の
危
曖
ａ
象
さ
、

上
し
て
准
業
ｔ
毛
将
て
た
■
一

――‐‐‐‐‐‐‐
共
蒲
常
ぜ
椰
し
た
劉
ｏ
進
こ

「晋
著
の
力
び
発
揮
さ
家
行
す
＝

――‐‐‐‐‐‐‐‐
そ
無
博
モ
呼
び
ま
し
た
οた
　
と
カ
ッ
プ
ル
も
生
ま
索
て
５
＝

――‐‐‐‐‐‐
企
業
、か
Ｃ
，
マ

７
×
り

育
て
盛
ん
稔
酌
る
さ
て
垣
い
い

――‐‐‐‐‐‐
ヵ
軍
の
た
め
の
政
治
マ
は
は
　
っ
て
い
っ
て
は
じ
い
。
そ
ん
柵

――‐‐‐‐‐‐‐‐
く
、
６
＜
人
が
大
切
に
さ
ネ
　
梅
未
葉
た
わヽ
秦
敵
で
ビ
鳥
い
耐

――‐‐‐‐
鳩
れ
げ
墨
か
に
縫
Ｆ
Ｔ」れ
‐

哉
せ
た
か
。
皆
さ
ん
‐
時
麻
ｗ

脚
平
部
ｔ
世
界
に
向
げ
３
道
。

奪
うた
な
し
．
無
暮
な
リ
ヴ
‐‐‐‐‐‐‐‐‐

曲
　
来
年
２
０
ｒ
Ｓ
年
の
窓
は
　
ッ
シ
ュ
し
て
い
を
ま
し
ょ
う
。‐‐‐――‐‐‐

――‐‐‐‐‐‐‐‐
全
国
一斉
地
市
選
挙
で
す
。　
私
・
付
ど
う
直
ん
し
も
ヽ
諄
‐‐‐―‐‐‐‐‐‐

――‐‐‐‐‐
今
度
は
油
識
山
ｔ
大
企
甍
柄

で
饉
主
ち
な
プ
ち
が
た
ば
り
‐‐‐‐――‐

――‐‐‐‐‐‐‐
還
①
蝶
政
官
塗
量
枠峯
儀
八
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
Ⅲ

な
守
り
、
４
澪
女
与
厚
く
、

碁
着
挙
３
ご
警
Ｆ
っが
盛
券

続
け
た
”
と
思
ぇ
３
畑
数
山

弾
に
な
た
５
闘
口
。
和
丑
出

醸

臨

¨

ヽ
フ

●
Ｔ

ＩＩＩＩ

ヒ

議

―‐‐‐―‐

伊

碑

‐―‐‐‐‐‐

ミ
Ю
駒



上 旬4.12.1■ ____懸 群 B:凝 は本 ユヽ整 〔コΩ3o11415-3qsi τ層 ,た聴 た まで,/(・ )

ィ
ー
が
確
主
き
ネ
て
か
ら
ず
嗜

戦
め
蠣
政
の
島
譲
帷
伊
衣
３
こ

て
か
ら
問
謹
で
す
。
一）ス
に
関

連
し
た
な
倒
に
つ
い
て
ｔ
□
桟

の
翠
盤
で
願
対
で
す
。

由
震絆
爾
ト
ラ
ク
タ
ー
ｏ
諜
キ

引
き
上
げ
①
市
親
屡
網
ｔ
問
題

つ
旗
り
妻
古
′。

今
誓
言
よ
整
個
に
関
し
て

織
吊
料
〉し別
に
争
た
に
管
理
料

ｔ
取
３
一｝と
に
ｔ
反
対
て
す
。

和
激
Ｌ
理
す
料
館
塗
つ
く
り

晨
諏
す
■
た
い
の
存
託
契
的
に

つ
い
て
プ
ロ
宙
‐
ザ

ル
お
や
「に

ぢ

社
か
廃
幕
量
樗
こ
け
つ
ｔ
の

０
報
家
（
郵
身
か
胡
瑳
に
示
さ

旅
ず

、
５
人
い
審
査
，実
か
そ
れ

７
水
ｏ
知
識
て
経
縮
υ
れ
鬱
圏

二年
３
の
で
は
な
く
無
Ｔ紗
紫
め
た

金
■
準
に
よ
５
判
断
こ
１／任
」こ
と

な

で
で
知
い
申
身
か
問
題
。

永
聾
粟
黛
響
て
に
つ
ザ
巌

森
下
十ヽ
ち
壼
管
ぅ
、
一
般
・

特
別
会
議
ぶ
早
の
認
定
に
っ
い

て
は

，
私
．
玖
あ
な

が
顧
澪
討

論
ｔ
行
いま
し
た
。

‐２
月
定
細
市
議
住
で
は
、
全

善
興
が
一
致
し
て
４
つ
の
書
興

が
襄
Ｙ
可
夫
し
ま
し
た
。

′
っ
は
、
発
∵員
の
賃
用
舟
福

ど
密
上
す
る
だ
ム
の
箸
胴
改
正
。

２
つ
あ
は
、
和
歌
山
市
み
ん

な
で
と
り
く
む
き
き
矛
き
建
餞

づ
く
り
黎
細
の
知
定
。

３
っ
赫
は
、
和
歌
山
事
牲
七

毛
彗
感
３
響
け告
一壱
Ｑ
韮
琴

縫
巖
づ
く
り
各
樹
‘
卦
ホ
む
´

〓
Ａ
日
本
共
産
地
評

堂
あ
根
か
牡
遅
多
羞
め
た
〕

‐４
日
に
投
聞
貿
さ
れ
た
衆

議
院
選
挙
で
日
本
業
塵
党
は

全
国
で
も
聖
跡
市
で
も
前

回
誼
選
挙
蒔
瓦
で
‐
比
例
①

得
師丘乞
紳
ぼ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
沖
縄
／
区
の
継
利

て
合
ゎ
せ
て
大
理
達
て
た
り

ま
し
た
。
和
確
出
′
区
亀
警
ホ

ｔ
紳
ぽ
す
一ヽ
と
が
で

ま
し
た
。

ご
ヵ
帯
葛
一品
力
に
だ
ょ
り
お

れ
申
し
上
げ
主
ｔ

こ
の
選
挙
で
は
．
告
頭
で
し

ば
し
ば
推
チ
を
ギ
厭
〕ら
な
た
り
，

合
日
個
奏
織
撃
含
と
き
，
米
た

方
，
ら
．
３
人
の
話
ｔ
主
し、
て

来
軽
に
し
こ
聾
珀
建
だ
さ
く

た
り
，
数
々
ｏ
励
ま
し
を
い
た

宮

手
た

。

″皇
群
せ
り
脚
鸞
穴
①
躍

選
の
力
ｔ
国
盆
穆
尾
則
が
な

分
に
将
揮
す
う
一
一と
な
期
待

す
３
て
と
も
に
、
ひ
キ
）つ
づ

蓬
草
い
根
，
マ

左羅
筈
継

の
日承
走
８
顔

さ
せ
５
還
勧

ｔ
強
あ
た
い
ど
大
点
電
新
た

に
し
て
開
ま
す
。
今
繊
も
よ

ζ
し
く
お
願
”
い
た
レ
ま
■ゞitじlギ

｀
濠01

(無力|フ でヽ犠縣

ハ閣
Ｘ
「の
香
晃
誓
書
夫

墟
丹
争
職
・
ヒ
お
し
ら
せ

‐２
自
繋
日
肘
け
て
／
月
４
日
付
け
赤
権
日
曜
師

が
合
群
ミ巧
ビ
ね
３
た
仏
．
ひ
ふ
だ
こ
ュ
ー
ス
彙
考

は
日
日
付
け
自
曜
簿
オ
ブ
コ
ミ
と
な
娑

す
。

士
・
は
政
策
緞
Ｑ
雛
定
協
議
合
で

球
り
知
ん
で
き
た
も
∩
で
す
。

〇
脇
員
採
用
ぎ
謙

行
政
向
皿
港
・土
木
職

土
木
の
専
門
課
番
事
務
一了
ま

た
は
碑
了
見
ユ
評
の
ち

奮
棒
冗
許
翡
Ｉ
種
ヽ

臨
床
鐸
理
士

レ‐
ギ
朱
ｔ
採
円
子
き
は
―
燿

で
、
Ъ
年
４
〔
／
日
い
ち

○
維
蜘
村
駐
興

技
能
労
摯
鍛
‘繰
右
鋼
堪
Ｊ
殊

梓
０
手
定
は
２
名
で
、Ъ
雑
牛

月
／
日
か
つヽ
３
狂
‐闇

☆
訂
露
Ｑ
帝
付
（
ｔ
重
）

如
饉

′
側
は
日
、
だ
日

難
整
／
∩
‐６
日
当
印
市
場

／
兼
試
験
は
ｚ
β
／
ａ
ヽ
会
場

一
４

つ
ム

は

、
「
由
霰
協
肇

軍

」

に
閣
寄
ぢ
国
へ
の
意
見
警
で
■

力
ρ
や
よ
他
業
協
興
碧
恒
や
ら

釜
顧

ザ
宏
さ
質
た
も
ｏ
で
す
′．

は
、
お
経
沖
「
階

☆
鍋
ι／
合
ぁ
せ
（■
６
）

和
諏
山
海
木
尋
奄
彙
冨
夢
炒局

七
番
Ｔ
旧
ｔ
軸
コ
ビ
ル
デ
イ
ル

グ
ｚ
関

電
話

４
３
５

１
′
３
７
／

ｔ
占
‘
姜
し
た
。

全
有
権
者
の
中
で
の
得
繁
孝

（縛
甘
得
撃
幸
）
で
見
永
ば
‘

白
罷
は
χ
細
で
膚
誅
‐
沖
選
挙

ｙ
で
各
チ
．
）ヽ水
で
・
圧
購
」

に
は
　
て
て
ｔ
一辱
ん
ま
せ
た
。

和
歌
山
市
舗
鰐
翌
猟
員
謳
戯
嗣
圃
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